
　　　　

7 年 2 月 20 日

あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

・事業所内行事（ボランティアによるパフォーマンス見学、体験。調理。クリスマス会、カラオケ会等）
・外出行事（工場・警察・消防等の施設見学。買い物体験、銭湯、外食等社会参加）
・他事業所等との交流会。

（別添資料１）

家族支援

利用者の発達状況や学校などでの様子の情報を共有し、支援方針の相談援助の実
施。家庭や学校での困りごと等の相談援助の実施。きょうだいへの相談援助の実
施。

移行支援

小・中・高校への進学、就労に向けての身辺自立・生活能力、家族や本人
の不安に対する相談支援の実施。

地域支援・地域連携

・学校・幼稚園などとの情報共有・連携。
・併用事業所との情報共有・連携。 職員の質の向上

・外部研修の参加　１回以上/年　オンライン含む
・虐待防止等を含む院内研修　１回以上/年
・資格取得

支　援　内　容

ラジオ体操や子供向けの体操等運動の実施。
衣類の着脱や食事のマナー、排泄訓練の実施。
日常でのあいさつや荷物の整理整頓、物の扱い方等の指導。

ズンバやダンスで全身を使い粗大運動の発達を促すと共に、声を出して体を動かし気持ちを発散し情緒の安定をはかる。
工作活動で微細運動の発達を促したり、指絵具など感覚遊びを取り入れ様々な刺激を経験する。

本
人
支
援

パズル・マッチング・間違い探し・大小・長短の認識の訓練を個々に合わせて設定し実施。
集団活動で遊びやゲームを行い、単純な物からやや複雑な物まで利用者に合わせて段取りやルールを設定し合わせて行動できるように実施。

集団での活動を通して他者への言葉の使い方を学び、コミュニケーションの力を伸ばす支援の実施。
使いたいものを借りる、知りたいことを聞くとき等のお願いの仕方や言葉の使い方、意志の表現方法を学べるよう支援。

年下や年上の利用者や、事業所の指導員に対する関わり方を普段の活動の中で指導し、普段の学校生活、将来の社会生活に活かせることができるよう支援。
外部の施設に行事で出かけ、公共交通機関の正しい使い方、お店や施設でのマナーなどを学び社会性を伸ばす支援。

支援方針

・集団遊びや体験を通して、コミュニケーション能力・社会性を育む。
・個々の発達状況・課題に題する個別支援。
・家族やごきょうだいに対する家族支援。
・進級・進学・就労への移行支援。

営業時間 送迎実施の有無
・9：30～18：00（平日）
・9：00～17：00（土・祝日）

法人（事業所）理念
ご利用者様とそのご家族が笑顔でのびのびと自分らしく充実した日常を送る。発達やコミュニケーションに心配のあるお子様が、
将来の自立につながる力を育み充実した日常生活を送るために。

事業所名
児童発達支援・放課後等デイサービス
あらまほし

作成日支援プログラム


